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音 漢字 意味
ア 湿地 接頭語
アキ 美称　オキ沖の転　遠い処　隠岐と同義
アケ 開　明
アサ 崩　浸
アシ 悪　忌　裾　麓 悪い、不便、忌む。アシ裾・麓はハシ端の転

アジム 安心院
交通困難な処　難所　アシ悪・忌　フ処。離れた処、辺鄙な処　ハシ端　フ
処。フが同義のミ辺・あたりに転じアジミ　アジムに転じた。

アソ 崩　浸 アサの転
アソウ 麻生 崩れやすい土地、侵食地形、不安定な崖地帯　アソ・アサ崩・浸　フ（～のと
アタ 熱　温　敵

アタミ 敵見
温泉の涌き出る処、熱い水の吹き出る土地　アタ熱･温　ミ水･海。アツ・ミズ
アツ・ミ　アタ・ミと転化

アトヘ じめじめした湿地帯　ア湿地　ト処　ヘ辺。崩れ易い土地　アト崩壊地　ヘ辺
アナ 穴 三方が崖や丘陵で囲まれている奥深い処、穴状に入り込んでいるような土
アナシ 穴石 崖や岩場が深く出入りして三方を囲んでいる処　アナ穴･奥　シ岩・石
アナミ 阿南 三方を山に囲まれた谷のような一帯　アナ穴　ミ処・辺
アマ 海
アマガセ 尼瀬 川の流れが湾曲して瀬になっている処　ア接頭語　マガ曲　セ瀬
アマベ 海部 海浜、水際、海が湾曲して陸地に入り込んだ処　アマ海　ヘ辺
アラ 粗
アラタ 在田　有田　新 未開墾地を開拓した処　アラ粗　タ処

イ
井　水　囲　斉
居

接頭語　上の方、山の方、向こうの方、

イクシ 生石
神聖なるものを祭った崖のある処　イ斉　クシ崖、崖地　丘陵の先端　イ接頭
語　クシ崖、崖の迫った磯地　ウク穿が転じたイク崖地　シ磯、磯となってい
る処　イ接頭語　シ磯　フ処が転じたイクシ

イサ 石　砂
イサゴ 砂子
イサヤマ 諌山 山間地と平坦地に挟まれた中間地帯　イ接頭語　サ挟　ヤマ間・山
イシイ 石井 川に囲まれている地、水路にあたる位置、岸辺　イ接頭語・居　シ川･岸　イ
イタ 板 平坦な広い地
イデ 井田 水辺、水の流れている処　イ・ヰ井・水　タ処
イミ 伊美 聖域のこと　イム忌む　が名詞化してイミ忌・齋
ウ 海

ウサ 宇佐
砂地　砂浜　ウ海　サ砂・浜。　ユ水　サ砂　、イサ、イサゴと同義語。ユ斉･聖
サ処とも考えられるが社名以前の地名。

ウナ 峯 ウネ畝　ミネ峯と変化した同義語
ウナキ 宇奈岐 峯の神霊　ウナ峯　キ基（神名の語尾）
ウラ 浦
ウラベ 浦辺 海浜、水際、海が湾曲して陸地に入り込んだ処　ウラ浦　ヘ辺
エ 江　川　重　方
エノクマ 荏隅 川が曲流し、複雑な隅地の広がっている地形　エ江　ノ助詞　クマ隅
オ　ヲ 小　屋根　峯 接頭語　謙譲の語意
オカ 岡　峯 岡の原意　オ・ヲ尾・峯　カ処
オカダ 岡田 岡のある処、高くなっている処、高い山の麓　オカ岡･峯　タ処
オギ 荻 高い処。山間地　ヲ・オ尾根･峯　キ処
オグス 小楠 崩れ易い柔らかな土壌
オダ 小田 大きな山のある処　山岳地　オ・ヲ屋根･峯　タ処
オホ 於保 美称　オオ　大きい、立派な、中心となる
オホエ 大家　大江 岸辺の入込んだ処、川の畔
オホガ 大神 立派な、奥深い、神秘な岡　オホ（オオ）美称　ガ（オカ）岡
オホキダ 大分 広大な段丘　オホ美称　キダ段・段丘　オホイタに転じる
オホノ 大野 広大な自然の形状を指した地名
カ 欠　上　処
ガ 岡
カイワラ 海原 海辺の地を開拓した処　カイ海　ワラ（ハル）墾
カキタ 欠
カキタ 垣田 山間の渓谷のある小平地　カイ峡　ト処の転
カク 崩壊地　カ欠　ク処
カク 賀来 川縁、川の流れている処　カハ川　ク処　のハの省略
カサ 上手　嵩
カサソ 笠祖 磯辺の上方の土地　カサ上手　ソ磯

カサワ
上手の方が曲がったようになっている処　カサ上手　ワ曲、重々とした丘陵
が湾曲している　カサ嵩　ワ曲
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音 漢字 意味
カシ 傾
カシワバ 柏原 傾斜地の一端を拓いた地　カシ傾　ハ端　ハル墾
カナコシ 鹿鳴越 上方の高い所を越す　カ上　ナ助詞　コシ越
カナホ 河直 上空で火を吹く　カ上　ナ（助詞ノと同じ）　ホ火･秀
カネ 曲 曲尺の曲
カハ 川
カムチ 河縁 河の畔（ほとり）
カラ 加羅 唐 渡来人
カラシマ 辛嶋 渡来人が移り住んで開拓した土地
キ 基、岐 処 場所を示す。神霊の根源の基、一基ニ基という。神名の語尾の尊称　伊邪
キダ 岐陀 段　段丘　刻 長大な段丘、切り刻まれた
キツキ 杵築 切り立った処、崖の上、高くなっている処　キツ切・詰　キ処
キノヘ 木ノ上 古陵の辺り、古い陵墓の傍　キ基・岐　ノ助詞　ヘ辺・方
ク 処
クシ 崖
クス 球珠 クタスの転。山麓の傾斜した原野　クタ降　ス栖。火山性崩壊地　クタ崩　ス
クズ(ス) 玖珠 崩 崩れ易い、玖珠は崩れ易い火山灰地
クズノ 葛野 崩れやすい処　クズ崩　ノ処
クズワラ 葛原 崩れやすい柔らかな土壌を開拓した処　クズ崩　ハル墾（ワラに転じる）
クセ 曲
クタ 降　崩　下 クタル（クダル；古音は清音）が動詞
クタミ 朽網 高い処から低い所へ一気に移っている処、急傾斜の山麓　クタ降・下　ミ処
クナ 折 クネの転　折れ曲がる
クナワ 来縄 折れ曲がって起伏している地域　クナ折　ワ曲
クニ 陸　土地　国 ク処　ニ土を語源とする
クニサキ 国前　国碕 陸地が突出している処、いわゆる半島　クニ陸・土地　サキ先・岬
クマ 隅　曲　隅
ケ 気 助詞。場所、所在を示す接尾語
コ 処
コウ 江　河口
コウサキ 神前 河口の先にある処　コウ江・河口　サキ先
コゴ 今巳　古後 古語コゴシ（凝）　岩･崖がごつごつ重なっている峻しい状況　コゴに転じる
コシ 越
コホリ 郡　評
サ 挾　砂　浜　処 挟まれている土地の状態
サイ 佐尉　佐井 水のある処、海辺、川の流れている処　サ接頭語　イ井・水
サカ 坂　逆 傾斜地　サ挟　コ処の転
サカイ 酒井　境 境界となっている処　サカ区切　フ（～するところ）　連用形がサカヒ　名詞形
サカト 坂門 海水の逆巻く処　サカ逆　ト処
サカノセ 佐賀関 海流が逆巻いて塞のようになっている処　サカ逆　ノ助　セキ関
サキ 先 サは方向を示す接尾語　キは場所を示す接尾語
サコ 狭処　谷
ササ 小　細
ササムタ 寒田 小田、小沼　ササ小・細　ムタ水田・泥田・沼･湿地
サハ 沢
サハタ 寒田 川の流れる土地　サハ沢　タ処
サヘ 塞
サヘキ 佐伯 僻地、離れた処　サ接頭語　ヘ側･辺　キ処。遮る処　サヘ塞　キ処

シ
下　磯　石　岩
場　至　川　岸

所在、状態を示す接尾語

シイサコ 椎迫
岩場で囲まれた挟間の地　シ岩･岩場　イ囲　サ挟　コ処。谷間のある丘陵
地　シイ段丘　サコ挟処・谷

シテ 志手 磯の方、磯辺　シ磯　テ接尾語
シホ 凋
シマ 場所 限られた地域、勢力範囲、一定区域の土地
ス 栖
セ 瀬　砂礁

セイケ 勢家
狭い川の流れている処　セ狭　イ井・水　ケ接尾語、湿気に包まれた砂地の
浜　セ砂礁　イ水・囲　ケ気

セキ 挾　塞　関 セ挾　キ処
セキシホ 挾くなって崖に萎まれたような川
セクセフ 大きく曲がった川下の砂地　セ砂礁　クセ曲　フ処
ソ 磯 複合語となって場所を示す接尾語
ソウ 荘
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音 漢字 意味
タ 処　田 地 場所や方向を示す接尾語、湿地

タケ
嵩　高　丈　長
勢

美称　尊称

タケイ 高家 小高い堰で囲まれている地帯　水田、稲作に対する瑞祥地名　タケ
タケノヘ 小高い丘の辺り　タケ嵩　ノ助詞　ヘ辺

タシブ 田染
行き詰まった端の方　タ土地　シ至（この先のないという到達点）　フ接尾語。
タシ（ハシ端の転）　フ処

タナ 棚
タナカ 田中 川岸の上の棚のようになっている土地、田圃の中、田舎の集落　タナ棚　カ
タノクチ 田口 水辺、水の流れている処、川岸　タ土地の接頭語　ノ助詞　クチ縁・崖地　フ
タノハル 湿地を開墾した土地　タ湿地　ノ助詞　ハル墾
ツ 津 港　州　人の集まる所
ツエ 津江 水の流れる源　水源
ツクミ 津久見 曲がりくねった入江の海岸、海辺　ツ津　ク曲　ミ海
ツモリ 津守 河口の広がった湾岸のゆきづまった地
テ 方向を示す接尾語
ト 処 所在，状況を示す接尾語
トヒ 樋 水路　水の流れている処
ナ 土地 ノの転　一定空間の自然、接頭語
ナオイリ 直入 山の奥深い処　ナ接頭語　ヲ・ホ・オ高所（峯･尾根）　イリ入・奥
ナカ 中 一定の地域　ナ土地　カ所在・場所
ナガ 永 土地の美称　ナはノの転　カは場所、所在を示す接尾語
ナガノ 永野　長野 広大な自然の形状を指した地名　ナガの美称　オホの美称の場合大野
ニ 粘　土
ニフ 丹生 赤土の粘りある湿潤地，水銀産出地　ニ丹・粘　フ処
ノ 地　野 助詞、一定の自然空間に広がる地帯

ノナカ 野仲
単に野の中でなく、人里や山や川も含めた広がりのある自然空間　ノ地・野
ナ土地　カ所在･場所

ハ 端
ハギワラ 萩原 新しい開墾地、新開拓地　ハギ剥　ハル墾
ハタ 墾　秦
ハタケナ
カ

畑中
河川の中洲を開墾した土地　ハタ墾　ケ助詞　ナカ中　　秦氏の土地　ハタ秦
ケ助詞　ナ地　カ処

ハニ 埴 赤土の多い処､粘土のようにねばねばした土地
ハムタ 伴太　伴田 広大な高原の開墾地ハリタの転　ハリ墾　タ処・田
ハヤ 早　速　急　灘

ハヤミ 速見
早瀬、速潮の海　ハヤ早･速　ミ海・水。大きく湾曲する海岸に潮が早く流れ
る　ハヤ急・灘　ミ曲・廻

ハリ 墾
ハル 墾
ハン 焼畑

ハンダ
飯田　伴太　伴
田

火山杯地の粘土質のハニタの転　ハニ埴　タ処。広大な高原の開墾地ハリタ
の転　ハリ墾　タ処・田

ヒ 隔　火 接頭語
ヒタカ 日高 ヒタカはヒナカの好字漢字。隔てられた処　遠い地　ヒナ夷・隔　カ処
ヒナ 夷　鄙 隔てられた処　遠い地　ヒ隔・接頭語　ナ土
ヒロ 平
ヒロヤマ 広山 低く傾斜した平地　ヒロ平　ヤ弥　マ間。ヤ　マは山でなく場･区域のこと
フ 布　処　生　辺 接尾語で～があるところと所在、状態を示す。
フカ 奥
フカミ 深見 土地の奥　山の奥の辺り　フカ奥　ミ処
フチ 縁　崖地
フニ 舟
ヘ 辺　方
ヘツギ 戸次 岸辺や川岸の土地　ヘ辺（～も端、岸）　ツ助詞　キ処
ヘラ 傾斜地、山腹
ホ 火　秀　端　縁 ヒ火の古語、先端、端の方
ホアシ 帆足 山岳地帯の突き出た処の裾、山麓の端に当る処　ホ美称　アシ裾・麓
ホト 穂門　保戸 端の方に当る処　ホ端・縁　ト処
マ 間
マガ 曲
マキ 牧 山と海岸の間の小平坦地　マ間　キ処

ミ
処　辺　水　曲
廻　海　御

接続語で形容詞と複合して名詞化し、場所、状況、状態を示す。尊称の接頭
語
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音 漢字 意味
ミエ 三重 山々が重り合っている処　ミ御　エ重・方
ミケ 御木 樹木の生い茂った木材の産地　ミ御　ケ木。漁獲の豊富な処　ミケ膳。
ミツケ 御毛 川添いの地　ミ水　ツケ付。水の流れている処　ミツ水　ケ処
ミヤケ 三宅 朝廷が直轄する農業経営の倉、官家　ミ御　ヤ屋　ケ処。ミ御　ヤカ家
ム 沼　湿
ムカ 向
ムカフ 正面の、前方の、神秘なという語義を含む　ムカ向　フ（～になっている）

ムクノ 向野
（神聖なものの）向こうの方にある土地　ムカ向　フ（～になっている）　ノ地･
処　この場合、ノは野原というより一定の空間を示す。

ムタ 牟田　湿地 水田､泥田､沼､湿地

ムタシ 武蔵
磯辺の湿潤地、海岸に近い沼地帯　ムタ牟田・湿地　シ状態を示す接尾語
ムサシに転じる。

モ 方
モリ 辺、守 附近、その辺り、神聖な小高くなっているところ
ヤ 弥　屋形　家屋 美称　イヤーの略
ヤカ 家
ヤサカ 八坂 尊称される小丘陵の傾斜地
ヤマ 山　山間　山稜 空間、空に突き出た姿　イヤ弥（尊称）　マ間
ヤマ 野麻 高い処、山の彼方、山奥の方　ヤマ山を漢字二文字地名とした

ヤマガ 山香
山の方、山間地、山々の中にある処　ヤマ山･山間　カ処。山地の上の方に
ある処、山の先にある土地　ヤマ山稜　カ上。

ヤマクニ 山国 山々が重なる山間の地域、山間地方　ヤマ山　クニ地域　（ク処　ニ土）
ヤマタ 山田 山間地、高く隆起している処　ヤマ山・山間　タ処（接尾語）
ユ 斉　齋　癒　水 聖なる地、祭り場のある処
ユスハラ 由須原 聖なるもの栖む地を開墾した処　ユ斉　ス栖　ハル墾
ユフ 由布　木綿　柚 聖なるものがある処、神聖な雰囲気の漂う地　ユ齋・癒　フ処・辺
ヨ 節　世
ヨアケ 夜開　夜明 新天地に入る地点　瑞祥地名　ヨ節・世　アケ開・明
リ 方向、状態を示す接尾語　ヘリ　シリ　ホトリのリ
ワ 曲
ワサダ 植田 輪状に入込んでいる土地　囲まれて輪のようになっている処　ワ曲　サ挟　タ
ワセ 早生 ワサの転
ワタリ 日理　亘　渡 川が大きく湾曲している地形　ワ曲　タ処　リ接尾語　両岸を渡る地点
ワラ 原 ハルがワラに転化
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